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GAP取組と
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はねだ桃園 羽根田幸将

2021年2月26日 GAPアップデートフォーラム



経 歴

2012年：山形大学地域教育文化学部卒業
同年：山形市少年自然の家勤務

2015年：福島県農業総合センター
果樹研究所就学

2016年：就農
同年：GLOBAL G.A.P.取得



GAPを取得した理由

福島県の農産物の安全性を多くの人に知ってほしい。



利点

• 審査費約２５万が毎年かかる。

→大手青果小売りに直接電話。

・道具や情報の整理ができた。

課題

取得直後の変化

倉庫掃除の様子



発表まとめ

今、GLOBAL G.A.Pを取得したことで大きく変
わることはない。審査料などの経費がかかる
分、どれだけ高単価で販売できるかが課題だ。

中略

今は浸透していないGAPだが、今後の世の中
の動き次第でその本当の価値は変わっていく
のではないかと考える。

2017年1月13日 園友会発表資料

公演依頼
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2017年5月 ふくしまGAPチャレンジ宣言

2018年 ASIAGAP JGAP FGAP認証取得

新しい仲間が増える

タイ輸出開始

2019年 Peace Peach Project設立 インドネシア輸出に挑戦





まとめ

これからの農業にGAPは必要？

①耕作放棄地→雇用と労働環境の整備

②組織の巨大化→大口取引のパスポート

③SDGsの広まり→GAPがスタンダード

利点

・優秀な人材の確保
・販路開拓
・海外進出
・経営改善 など



ご清聴ありがとうございました。
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